
美

作

地

女
"
生
三五
日ロ

方

の

こ
と
ば
の
体
系の
中で
方
言女
性
語の
占め
る
位
置は
左の
模
式
図の
口問

域に
よっ
て
示さ
れ 、
その
性
格は 、
主と
し
て 、
こ
れに
隣接
する
弘 、

お
よ
びん
域と
の
比
較に
よっ
て
明
らか
に
するこ
と
が
で証一ると
考え
ら

れ
る 。

以
下
作
州
津
山
市を
中心と
する
姫
新
線
沿

線の
地
方の
女
性
語につ
い
て
H
方一冨と

し
て
男
性
語と 、
ま
た
同
女
性
穏と
し
て

共通
語と
対
照し
て
観
察し 、
さ
らに
如
何に

し
て
こ
の
よ
う
なこ
と
ば
が
成
立
する
に
至っ

たか
につ
い
て
考え
て
み
たい 。

(
こ
〉
で
は 、
女
性
語
を
「
女
性
に
特
有
な

こ
と
ば」
と
限
定
せ
ず 、
広
〈
「
女
性
の
使
用
す
る
こ
と
ば
一
般」
を
指

す
も
の
と
す
る 。

ま
た
記
号
訟
を
以
て
方
言
女
性
語 、
あ
る
い
は
地
方
の
女
性
を
示
す 。

他
の
ん
・
ん
・

払
の
意
味
も
こ
れ
に
準
ず
る 。)

(ー)

当
地
方の
方
言に
おい
て
払
と
最
も
穴
き
な
隔り
を
示
す
女子
青
年
間閣の

会
話につ
い
て
見る
時 、
直ちに
気がつ
く
特
色は
表
現が
大げ
さで
感
嘆
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額

討果

田

文が
濫
用と
思わ
れ
る
ほ
ど
多く
用い
ら
れ
てい
るこ
と
で
ある 。

O
オ
カ
l

チ
ャ
ン 。

き
ゃ
っ 。

(
軽
い
驚
き 。
助
け
を
求
め
る
の
で
は
な
い 。
水
を
こ
ぼ
し

た
と
か 、
ネ
ズ
ミ
が
走
っ
た
く
ら
い
の
こ
と
で
無
意
識
に
発
せ
ら
れ

る 0)，EEBEta、

O
ホ
ン
ト
1 0

あ
ら 、
そ
うなの 。
(
軽
い
相
づ
ち 。
相
手
の
発
言
に
関
心
を
持っ
て

い
る
こ
と
を
示
す
の
で 、
疑
っ
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い 。)

O
キ
レ
1

ナ

ワ
l 。

ま
あ 、
き
れ
い
な
こ
と 。
(
単
純
な
感
声 。
共
通
語
の
助
詞
「
わ」
と
は

異
り 、
指
定
の
助
動
詞
「
ジ
ャ」

(
H「
だ」)
に
は
接
続
し
な
い 。)

EtaE''a、

O

刊川

セ
ン
セ
l
-ア
l 。

ま
あ 、
先
生っ
た
ら 。
(
非
常
識
な 、
あ
る
い
は
お
ど
け
た
言
動
に
対

す
る
非
難 。
甘
え
た
気
持
が
あ
り 、
相
当
親
し
い
間
が
ら
に
使
う 。)

0
7
1

ヤ
ラ
シ
l 。

あ
ら
い
や
だ 0
(
非
難 。
Y
談
を
聞
か
さ
れ
た
時
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が 、
大
し
た
意
味
も
な
く 、
単
に
会
話
の
相
の
手
の
よ
う
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い 。
女
子
青
年
層
厳
大
の
愛
用
語
で
あ
る 。)

IB--、

O
ナ
7
ケ
ト

ル
l 。



美作地方の 女性語

ま
あ 、
あ
き
れ
た 。
(「
ヤ
ラ
シ
l」
と
ほ
Y
同
じ 。
軽
い
非
難 。
最
近

の
流
行
語。)

Oシ
ツレ
l

ナ 。

ま
あ
失
礼
な 。
(
共
通
語
の
「
失
礼
な」
と
同
じ
で
あ
る 。)

以
上は
nm
に
は
ない
と
言っ
て
よい
特
殊な
語・
語
法で
あ
る 。

Oデ
lレ
l
ヒ
卜。

ま
あ 、
あ
き
れ
た
人 。

Oケ
l
ミ
1 0

ホコ
リ
デ
マ
ッ
シロ 。

こ
れ
を
見て 、
ほ
こ
りで
まっ
白ょ 。

こ
の
よ
うな
名
詞
ど
め
の
形
もし
ば
/\
用い
ら
れ
る 。
(nm
で
はこ
れ
ら

例
文
の
文
末
に 、
「
ジ
ャ」

「ジ
ャ

ガ
ナ」
の
助
辞
が
添
加
さ
れ
る
の
が
通
例

で
あ
る 。)

Oダ
lレ
?

Oキ
ラ
イ
?

等 、
問の
文に
多い
こ
と
は
共
通
語と
同
様で
あ
る 。

Oイ
ラン
コ
ト

イワ
ン
ド

イ
テ 。

余
計
なこ
と
を
言わ
ない
で
頂
載 。

連
用
形で
中
止
す
る
形で
依
頼の
文に
用い
ら
れ
る 。

こ
の
よ
うに

感
嘆
的な
表
現が
多
く
出
現
する一
つ
の
原
因は 、
女
性が

適
切
な
語
句
を
選
定しかっ
こ
れ
を
組
合わ
せ
て
完
結し
た
文
章を
作
製
す

る
能
力に
欠
けてい
る
所が
あ
るか
らで
あ
る
と
考え
ら
れ
る 。
(こ
の
と

と
は
女
性
の
書
き
こ
と
ば
の
中
に
「
。

」
の
記
号
が
多
く
使
わ
れ
る

ーー

た
と
え
ば
「
優
勝
と
決っ
た
時
の
う
れ
し
さ;:-
L

I--と
と
に
よ
っ
て
も

知ら
れ
る 。)

こ
の
欠
点を
補
う
た
め
に 、
あ
る
い
は
イン
ト

ネ
ー
ショ
ン
を
変
化
さ

せ 、
あ
るい
は
語
中の
音を
長
く
引
き 、
さ
らに
表
情や
身ぶ
り
を
加
え
る

こ
と
に
よっ
て 、
同一
の
形
式の
文
章を
以て
種々
の
異っ
た
感
情を
表
示

し
よ
うと

する 。
た
と
え
ば

O
ホ
ン
マ

ジ
ャ。

ホ
ン
マ

ジ
ャ
l。

ホ
ン
マ

ジ
ャ
l

ア 。

の
三つ
の
文はい
ず
れ
も
断
定を
示すが 、
あ
と
の
文ほ
ど
真実
性を
訴え

よ
うと

する
気
持が
強
く

感じ
ら
れ
る 。

Oアンタ
イ
カ
ン
ノ。

アン
タ
イ
カ
ン
ノ
1 0

0イタ
ラ
イ
ケン。

イタ
ラ
イ
ケ
l
ン。

一
般に
音を
長
く
引
くと

甘っ
た
れ
た
気
分
を
表わ
す 。
(
極
端な
場
合が

「
オ
カ
I
チ
ャ
lン 。

ナ
l

ュ
l
タ
ラ

ナ
l 。」

の
よ
う
に
な
る 。)
前

の
例
文の
「イ
カ
ン
ノ」
が
単
純な
問 、
また
は
詰
問で
あ
る
(
イン
ト、不

1
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
使
い
わ
け
る 。)
に
対
し 、
「
イ
カ
ン
ノ
l」

は
いっ
し

ょ
に
行
き
ま
しょ
うよ
とい
う

勧
奨
形で
あ
り 、
ま
た
後の
例
文の
「イ
ケ

ン」
が
強
圧
的な
禁止で
あ
る
の
に
対し 、
「イ
ケ
l
ン」
は
行か
ない
で

ねと
い
う

気
持の
い
わ
ば
哀
願
形で
あ
る 。

日
本
語の
大
きな
特
徴の一
つ
と
し
て
「
文
末
決
定」
的で
あ
るこ
と
が

挙
げ
ら
れ
てい
る
が 、
当
方
言の
女
性語の
助
動
詞 、
文
末
助詞の
機
能に

つ
い
て 、
男
性
語の
そ
れ
と
対照
しつつ
検
討
を
加
え
たい 。

「
ン
チ
ャ

ル」

Oソレ
ガ
エ
l

デ 。
ソ
l
シ
ン
サ
イo
nm
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ソ
レ
ガ
エ
l

デ。
ソ
l

Oヨ
ッ

チャ
ン
ワ
オ
フ

オ
リン
チャ
ラ
ナ
ン
ダ
日ア 。

n由

尊
敬の
助
動
詞で
あ
る
が 、
こ
れ
に
対
応
す
る
払
の
「ン
サル」
(ま
た
A

に
用
い
ら
れ
る
準
助
動
詞
「
な
さ
る」)
よ
り

待
遇
の
巾
が
広
く 、

第
二
例

の
よ
うに

「ヨ
ッ

対竹川」
と
呼ば
れ
る
対
象に
も
用い
ら
れ 、
男
性
一語
訳

に
は
敬
語
が
全
く

含
ま
れ
ない
場
合
も
あ
る 。
たY
し
こ
の
活は
発
音
面
か

ら
見て
も
児
童
話の
延
長で
あ
り 、
中
年
以
上に
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
ない 。

従っ
て
使
用
上に
制
限が
あ
り 、
た
と
え
ば

Oヨ
l

オ
イ
デ
ン
サ 。ッ
タ
ナ
l 。

とい
う

言い
方は
相
当の
年
令に
達
し
た
者で
ない
と
し
ない
か
ら 、
こ
の

中の
「ン
サッ
タ」
に
直ち
に
「ン
チャ
ッ

ク」
を
代
入
す
る
こ
と
は
で
き

ず 、。ヨ
l

キン
チャ
ッ

ク
ン

と
変
形
さ
れ
る 。

「へ
ン」

ヨ
ッ

チャ
ン
ワ

Oミ
ナ 。
nm

、
ン
チャ
ン
ナ 。
島

Oワ
シャ
シ
リャ
l

ウ
チャ
l

シ-7へ
ン

O
ア
メ
ナ
ン
カ
フ
リャ
l

シ
ン
チャ
イ 。
島

ガ 。
n白

雨
な
ん
か
降りゃ
し
ない
じゃ
ない
の 。

否
定の
助
動
詞 。
作
州
東
辺
に
用
い
ら
れ
る 。
近
畿
方
言の
影
響で
あ
ろ

う 。
同
じ
く

否
定
表
現と
し
て
助
動
詞
化
し
てい
ない
「へ
ン」

||シ
リ

ャ
l

へ
ン
||

も 、
ま
た
「セ
ン」
も
並ん
で
使
用
さ
れ
る
が 、
反
対に

男
子が
「へ
ン」
を
用い
る
こ
と
は
き
わ
め
て
希で
あ
る 。
「へ
ン」
に
大

阪
弁の
特
色と
す
る
や
わ
ら
か
味 、
女
性
ら
し
さ
が
存
す
る
か
ら
で
あ
ろ

う 。
(
児
童
は
「
セ
ン」
「
ヘ
ン」
の
双
方
を
用
い
る 。)

「シ」女
性
特
有の
文
末
助
詞の
中で
使
用
度の
最
も
高い
もの
で
あ
る 。
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フ
ラへ
ン

ア
メ
ナ
ン
カ

ナ
ン
ダ
デ。
nm

O ソ

ジャ 。
nm

ソ

、ノ
ヤ

シ。
n回

O卜レ
!コ
卜

，、

デo
nm

ニL

トレ
lコ
卜

，、

シ o
n回

二L

パ
カ
な
こ
と
ばっ
か
り

言
うの
よ 。

ナ
l。

ソ
リャ
タ
カ
イ
デ。
円四

Oヒ
ャ
クエ
ン
タ

ヒ
ャ
クエ
ン

ソ
リャ

シ o
n由

タ

タ
カ
イ

セ
ン
デ。
nm

百
円と
は 、
そ
りゃ

・高い
わ 。

終
止
形 、
特に
「ジャ」
(H「だ」)
に
接
続
す
る
と
こ
ろ
か
ら
見
れば
共

通
語の
「
わ」
に
相
当
す
る
もの
で
あ
る
が 、
n日
に
も
右の
各
例の
nm
の
文

と
同
じ

言い
方が
存
在し 、
「シ」
は
強
調の
助
詞と
し
て
用い
ら
れ
てい

デo
n日

セ
ノ

ガ
ナ 。
nm



る
の
で
あ
り

(右
の一 、
三
の
例で
は
「
断
然」
と
い
う
気
持が
加わっ
て

い
る 。)
こ
の
下に
さ
らに
他の
助
詞が
添
加
さ
れ
る
こ
と
は
な
く 、

必
ず

文の
最
終に
位
置
する
点で
「わ」
と
は
異
っ
て
い
る 。
(児
竜
も
ま
た

「シ」
を
用い
る O)

「ヤ」
Oア
ン
タ

エ
l

ガ
、、

ノレ

ャ 。
口町

ア
ス
ノ

ャ。
nm

一疑
問を
あ
ら
わ
す
助
詞 。
終
止
形
ま
た
は
「
連
用
形+
テ」
に
接
続
する 。

前
者は
将
来の
行
動に
対
する
'意
志を
問
う
もの
で
あり 、
後
者は
過
去の

事
実を
た
ず
ね
てい
る 。

「ン」
Oヨ
ァ

チャ
ン-一

Oシユ
ク
ダ
イ
モ

、/
ア

ソ

ユ
l
ト

イ
テ
ンo
n四

。ツレ
ノ
l-ア

ン。
口問

(一
所に)
つ
れ
て
行っ
て 。

依
頼の
文に
用い
ら
れ 、
共通
語の
「ね」
に
相
当
する 。

Oホ
ンマ
ニ

ン。
nm

イッ
テ
!

イ
ク

美作地方の 女性語

Oナニ
ュ
l
ショ
lッ

タ
ンO
L

一
体
何
を
し
てい
たの 。

疑
問の
文に
用い
ら
れ 、
終止
形に
接
続
する 。
共通
語の
「の」
に
相
当

す
る 。
問の
形
を
借
り
て 、
な
じ
り 、
と
が
め 、
うなづ
き
等を
表
わ
すこ

と
も
「の」
と
同
じ
で
あ
る 。

ダァ
タ

Oソ
l

ン。
シ
ラ
ナ
ン
ダ
l 。

島

「ノ」
Oホンマ-一
イ
カ
ン
ノo
n日

Oナ
シ
テ
ソ
ト

デ
ア
ソパ
ン
ノo
n印

同
じ
く

疑
問の
文に
用い
ら
れ 、
終止
形に
接
続 、
共通
語の
「の」
に
相

当
する 。
前
項の
「ン」
が
肯
定の
形の
疑
問
文に
あ
らわ
れ
るに
対し 、

「ノ」
は
「
動
詞
未
然
形十
ン
+
ノ」
の
形の
否
定の
疑
問
文に
専
用さ
れ

る 。「カ
シ
ラ」

Oコ
レ
ウ
チン
カ
シ
ラ 。
弘

自
問・
独白
形
式の
問で 、
共通
語の
「か
し
ら」
と
同
じ
で
あ
る 。

以
上の
聞を
あ
ら
わ
す
文
末
助
詞
「ヤ」
「ン」
「ノ」
「ガ
シ
ラ」
は 、
い

ず
れ
もオ
ーソ
ドッ
クス
な
問の
形
「
||カ」

の
持つ
詰
問
的な
感じ
を

避け
た
もの
で 、
口山
で
は
「ヤ」
「カ
シ
ラ」
の
代りに 、
ま
た「ン」「ノ」

に
添加
し
て
「カ
ナ」
を
用い
る
言い
方が
多い 。
(児
童
語
も弘
と
同
じ

で
あ
る 。)

「ト」
Oモ
l

、/
ヤ

ト。
nm

イッ
シ
モ
l
タ
ン

トo
nm

も
う

行っ
て
し
まっ
た
ん
で
すっ
て 。

伝聞を
表
わ
す
文に
用い
ら
れ
る 。
共通
語の
「だっ
て」
「で
すっ
て」

に
相
当
する 。
伝
聞の
形
を
借り
て
自
分の
意
志を
通
達
するに
も
佼わ
れ

る 。 モ

イY
シモ
l

タ
ン
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Oウ
チ
ガ

オカ
l

チ
ャ

ン

(
児
童
語)

あ
た
し
がお
母
さ
ん
(と
い
うこ
と
に
す
る
の)
よ。

び)

「ヮ
l」

ト。

(
まh
ご
と
遊

Oキレ
l

ジャ
ナ
lo

a

キレ
l

ナ
ワ
l。

弘

単
純な
感
声。
用ニ百の
終
止
形に
接
続する。
(
当
方
言で
は
「キレ
l

ナ」

は
「キレ
ークャ」
と
並
ん
で
終
止
形
で
あ
る。)
たY
し
前
述の
よ
うに

助
動
詞の
「ジ
ャ」

に
は
接
続し
ない。

「ナ
イ」

Oコ
ケ
l

ス
ワレ
l

ャ。
nm

ナ
イ。
n印

こ
h
に
座
り
な
さい。

勧
奨の
助
詞。
動
詞
連
用
形に
接
続
す
る。
品
位
は
高
く
ない。
少し
崩
れ

る
と
「ス
シ

ク
イ
ネ
l」

式の
つ不
l」
と
な
る。
(
作
州
東
部に
用

い
ら
れ
る 。)

こ
れ
ま
で
見て
来た
如
く 、
女
性
語
法を
特
色 .つ
けてい
る
もの
の
多く

は
児
童
語
的
な
言い
方で
あ
る
が 、
語い
の
面に
お
い
て
も
ま
た
児
童
語と

共
通な
もの
が
多い
こ
と
が
指
摘され
る。
その
主
な
もの
に
つ
い
て
男
女

青
年の
用語
を
対
比
表
示
す
れば
次の
よ
うに
な
る。

コ
介ノ
vi

ス
ワ
ン

g e d c b a 

サ ヂウ ネ ア オオ
イ ン チ J J カ ト
ナ タ ( チチJ J 

B2 ラ)ア ャ ャ チチタ ン ン ヤ ヤ
〉ノ ン ン) 

シ キ ボ ネ ア オオ
ツ ミ ク l ニ フ ヤレ ・ ・ サ キ クジl キ ワ ン ロ Bl 

シ サ シて7 て7 ・
ス ・ オ

オ レ
メ
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口町
が
児
童
語と
同
形で
あ
る。

a
id

家
族の
こ
と
を
他
人に
話
す
場
合。
家
庭
内の
呼び
か
けに
は

弘
も
「
||チャ

ン」
の
形で
あ
る
こ
とが
多い。

g
上
長に
対する
場
合。
同
窓
以
下に
対し
て
は
nm
も
もち
ろん
「サ

イ
ナ
ラ」
で
ある。

e
・
f

カッ
コ
内の
語は
男
児語と
異っ
てい
る
が 、
人
称
代
名
詞の

比
較と
し
て
便
宜
挿
入
し
た。

感
動
詞
も
性
別に
よ
る
差の
大
きい
品
詞で 、
よ
び
か
けの「オ
イ」「チ

ヨ
ッ
ト」

応
答の「ウン」「ホン」
驚きの「ヤl」「7
1」

等が
著しい。

注

(ニ)

共
通
語
ない
し
東
京
大阪
等
大
都
市の
方
言に
く
らべ
て 、
一
般にい
な

か
の
方
言で
は
ω
仰の
差が
小
さく 、
文
字で
あ
ら
わ
し
た
の
で
は
そのい

ず
れ
の
こ
と
ば
で
あ
るか
判
別のつ
か
ない
場
合の
方が
多い。
その
様
子

は
次の
模
式
図に
よっ
て
示すこ
と
が
で
きる。す
な
わ
ち 、一
に
述べ
た
よ



美作地方の 女性語

うに
当
方
言に
も
女
子
特
有
な 、
あ
るい
は

女
性
的
な
表
現
法がい
くつ
か
存
在し
てい

る
に
かh
わ
ら
ず 、
その
固
有の
領
域訟
が

全
体に
比
し
て
は
な
は
だ
し
く
小さい
た
め

ん
が
大
き
な
面
積
を
占め
る
共
通
語か
ら
見

る
と
い
なか
の
女
性は
ほ
と
ん
ど
男
性
語
を

使
用し
てい
る
か
の
如
き
印
象
を
受
け
る 。

た
と
え
ば 、
助
動
詞
「だ」
の
推
量
形

「だ
ろ
う」
は
ん
で
は
佼わ
れ
る
こ
と
な
く
必
ず
「で
しょ
う」
に
変
形
さ

れ
る
が 、
弘
で
は
原
形の
ま』
用い
ら
れ
てい
る 。

Oア
ン
タ
イ
クン
ジャ
ロ
l o

Oシ
ケン
ワ
イ
ツ
アル
ン
ジャ
ロ
i

ヵ 。

O
ナン
ジ
ャ
ロ
l 。

ア
ノ
ウ
チ
ヮ 。
ジュ
l
タ
ク
ジャ
ロ
l
ヵ 。

何か
し
ら 。
あの
家は 。
(
公
営)
住
宅か
し
ら 。

形
容
動
詞の
推
量
形に
お
い
て
も同
様で
あ
る 。

Oコ
ノ
ハ
ナ
l

キレ
lジャ
ロ
l 。

こ
の
花は
き
れい
で
しょ
う 。

(
同
じ
内
容
を
あ
ら
わ
す
の
に
な
お
次
の
よ
う
な
言
い
方が
あ
る 。

O
コ
ノ
ハ
ナ
l

キ
レ
l

ニ

ア
ロ
l 。

コ
ノ
ハ
ナ
l

キ
レ
1

ナ

カ
ロ
l 。

コ
ノ
ハ
ナ
l

キ
レ
l

ナ

カ
リ
7
シ
ョ
l 。

右
の
三
つ
は
い
ず
れ
も
女
性
的
な
表
現
法
で
あ
る
が 、
特
に
最
後
の
形
は

「7
ス」
体
を
用
い 、
共
通
語
的
に
「ジ
ャ」

調
を
変
質
さ
せ
た
も
の
で 、

nm
k
は
現
れ
な
い 。
上
品
な
言
い
方
で
あ
る
が
使
用
度
は
多
く
な
い 。)

(B， 

終
止
形
「ジャ」
で
文
を
完
結し 、
こ
れ
で
言い
切
りに
なっ
て
し
ま
う

こ
と
が
多い
の
は
弘
と
同
じ
で
あ
る 。

。ソ
l
ジャ 。

Oコ
ン
ナ
ナ
l

キレ
l
ジャ 。

こ
ん
なの
は
嫌い
だ
わ 。

(
絞
初
の
例
は
感
嘆
詞
に
変
化
し
て 、
単
に
「
ジ
ャ
l」

ま
た
は
「ジ
ャ

ー

/\」
と
さ
え
な
る 。)

ん
で
は
「
||だ」

で
文
を
完
結
するこ
と
は
な
く 、
必
ず「
||だ

わ」

「
||よ」

等の
形
をと
るの
に
対し
て
きわ
立っ
た
変
化で
ある 。
の
み

な
ら
ず 、

Oソ
ケ
l

ガ
ナo
a

アッ
ガ 。
n回

そこ
に
あ
る
じゃ
ない
の 。

の
よ
うに 、

nm
の
方に
お
い
て
か
えっ
て
助
辞を
累
加
する
方
式が
と
ら
れ

てい
る
こ
と
が
注
目さ
れ
る 。

(
こ
の
例
文
で
は
も
ち
ろ
ん
訟
の
方
が
と
げ
/\
し
い
言
い
方
で
あ
る 。)

刊に
お
い
て 、
島
の
「シ」
が
「ジャ」
に
接
続し
形
式
上ん
の
「わ」

に
相
当
する
よ
うで
あ
る 、
と
述べ
た
が 、
「わ」
が
断
定の
語
気を
や
わ

ら
げ
るの
に
対し 、
「シ」
は
さ
らに
こ
れ
を
強め
る
作
用を
有する
もの

で 、
女
性
特
有な
語で
あ
るに
か
か
わ
ら
ず
「わ」
に
お
ける
よ
う
な
「
女

ら
しい」
印
象
を
与え
得ない 。

「ジャ」
に
次い
で
多く
用い
ら
れ
て
い
る
文
末
辞の
「デ」
も
また

ω
陶ほ
と
ん
ど
同
じに
用い
ら
れ
る 。

ソ
ケ
l

アァ
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コ
タノ
I，
コ
ッ

チノ
モ
ン

ヤ

ワ
カ
リャ
l

セ
ン

。ソ
ネ
l

ナ

デ 。
島そん

なこ
と
は
あた
しに
は
わ
か
りや
し
ない
わ 。

(「コ
ッ

チ
ノ
モ
ン」
は一
人
称
代
名
詞 、
川
倒
同
形
で
中
年
以
上
の
自
称

と
し
て
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る O)

Oア
シ
タ
リャ
l

ア
メ
デ 。
&

明日
は
雨よ 。

体
言お
よ
び
終止
形に
接
続し
相
手の
注
意
を
喚
起
し
て
話
手の
意
見
判
断

を
主
張
する 。

Oア
シ
タ
リャ
ア
メ
ジヤo
nm

あ
し
た
は
雨
だわ 。

と
比
較
す
れ
ば
後
者の
客
観
的で
あ
るこ
と
が
判
断と
する 。

その
他 、
A
か
ら
見て
特に
男
性
語
的で
あ
る
と
印
象づ
け
ら
れ
る
言い

方
を二 、
コ一
例
示
する 。

Oコ
!
フ
ラレ
タ
ヒニ
ャ
l
カ
ナ
ワン
ゾョ 。

O
ヤマ
ガ
ハ
ズ
レ
シモ
l

テ
ハ
ロ
l

(H
腹を)
シモ
l
タ
ゾョ 。

(
試
験に)
ヤマ
を
か
け
たの
が
は
ず
れ
て
し
まっ
て 、
も
うガッ
カ

リ
だ
わ 。

Oソ
ー

ダッ
チャ 。

そ
うで

すと
も 。

Oソ、不
l
コ
卜
l

ュ
l

テ
ミ
タ
テ
オエ
ンッ
チャ 。

そん
なこ
と
言っ
て
見たっ
て
だめ
よ 。

「
ゾヨ」
は
語
手の
(
主と
し
て)
感
情を 、
「ッ
チャ」
は
判
断を
強
く

訴え
る
もの
で
語
気が
荒
く 、

「
女
ら
し
き」
は
感じ
ら
れ
ない 。

Oミン
ナ
サン
モ
ン
ツ
カ
ウ
7
1

ャ。

み
ん
な
アン
チョ
コ
は
使わ
ない
よ
うに
し
ま
しょ
うよ 。

0 9コハ
ンニ
ショ
l

ャ 。

こ
れ
らは
川
仰
共通で
あ
る 。
たY
し
後に
述べ
る
よ
うに

「ヤ」
の
使
用

は
弘
の
方に
か
えっ
て
多い 。

「
敬
語を
使
用
するこ
と
が
多い」
の
も日
本語に
お
け
る
女
性
語の
特

色の一
つ
と
し
て
数え
ら
れ
るが 、
い
なか
の
方
言で
は
都
会
話ほ
ど
著し

く
現れ
ない 。

nm
が
「ジ7」
で
終止
する
こ
と
が
多い
事
実で
もわか
る
よ
うに 、
当

方
言で
は
てい
ねい
体 、
特別てい
ねい
体を
使
用
する
機
会は
少
く 、(定

型
的
な
あ
い
さ
つ
語
を
除
い
て
は
こ
れ
ら

の
文
体
を
使
う
こ
と
に一
種
の
抵

抗
を
さ
え
感
じ
て
い
る 。)
語い
と
し
て
の
尊
敬
語・
謙
譲
語の
量に
も
乏

し
く 、

共通
語に
お
け
るこ
れ
らの
表
現も
他の
語に
よっ
て
霞
換さ
れ
る

こ
と
が
多い 。

た
と
え
ば
「おっ
しゃ
る」
が
用い
ら
れ
るこ
と
は
絶
無に
近
く 、
ま
た

「ぉ
。

な
る」
の
形は 、
「。

ン
サル」
に
変え
ら
れ
る 。

おっ
しゃっ
て
は
い
け
ませ
ん
わ 。
ん
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Oそん
なこ
と

ソ
ネコ
ト

イ
lン

サッ
テ
ワ
イ
ケン
デナ 。
弘

Oど
うか

本
当の
こ
と
をおっ
しゃっ
て 。
ん

Oド
l
カ

イッ
ツ
カ
l

サ
イ 。
弘

ホ
ン
7
ノ

卜コ
l

Oふ
じ
た
さ
ん
お
み
えに
なっ
て
?
A2 

フ
ジ
タ
サン

カ
ナ o
n印

ミエ
タ



Oふ
じ
た
さ
ん

Az 

い
らっ
しゃ
る9・

フ
ジ
タ
サ
ン
イ
キン
サル
?
(
ま
た
は

Bz 

オ
リ
ン
サ
ル
?・)

Oい
らっ
し平
い
ませ。
ん

オ
イ
デ
ン
サ
イ。
弘

Oご
し
ん
せつ
に
いっ
てい
たY
き
まし
て 、
な
ん
と
お
れい
も
うし
あ
げ

ま
し
た
もの
で
ご
ざい
ま
すか。
ん

ソ
ン
セ
ツニ
イッ
ツ
カ
1サッ

テ

ヤ-7 0
n山

ナン
卜

オレ
イ
ユ
!
タ

ノ「:
し
て
下
さい。」
の
言い
方さ
え
忌
避
さ
れ
て
し
ば
/
\「シ
テモ

ラ
ワニ
ャ
l
イ
ケン」
と
言い
変え
ら
れ
る。
A
か
ら
見れば
強
制
的で 、

は
な
は
だ
不
快
な
印
象
を
受
ける
が
こ
の
地
方の
人に
とっ
て
は
あ
く
まで

依
頼
なの
で
あ
る。

Oヒ
卜
ツ
チ
カ
ラニ

ン
ジヤo
h

ナッ
テ
モ
ラ
ワニ
ャ
l
イ
ケン
オモ
イ7
ス

美作地方の女性語

(
こ
れ
は
語
手
が
自
分
を
助
け
て
く
れ
と
頼
ん
で
い
る
の
で 、
第
三
者
に
対

す
る
協
力
を
望
む
の
で
は
な
い 。)

Oこ
れ
で
よ
ろ
しゅ
うご
ざい
ま
すか。

コ
レ
デ
エ
i
カ
ナ。(庖
員)
弘

こ
の
例はい
さ』
か
極
端の
よ
うで
あ
る
が 、
当
地
方で
は
(
津
山
市
中
心

部を
除い
た
地
域で
の)
商
庖
員の
顧
客へ
の
応
待の
最
もふつ
う
な
言い

方で
あ
る。

Oど
うい
た
し
ま
しょ
うか。

(
庖
員)
口町

以
上
多
くの

例
文に
うかY
わ
れ
る
よ
うに 、
当
方
言で
は
連
母
音の
長

音
化の
傾
向が
著し
く

助
詞
「ワ」
「オ」
「エ」
等が
直
前の
体
言と
融
合

し 、
い
わ
ゆ
る
「卜
リュ
1」

(烏
を)
「サ
キョ
l」

(酒
を)
式の
こ
と

ば
に
なっ
てい
る。
こ
の
音
韻の
函で
は
ω
仰の
差は
全
く
ない
と
言え
る

程で 、
仰の
方が
崩れ
てい
ない
発音
を
する
東
京
方
言と
は
趣を
異に
し

て
い
る。

ト
ネ
1

。

シマ
ショ
l

モ

Oイ
テ
l
ワ
l o

ナニュ
ー

スル
ン。
&

痛い
わ 、
本
当に。
何
を
するの
よ。

Oア
リャ
l

デ。
シ
レ
|ン

セニ
ヤo

nm

オエ
ン

­

あ
れ
ば
だ
め
よ。
白い
の
に
し
な
き
ゃ。

(三j

n日
と
nm
の
相
違は 、
既
述の
如く 、
感
嘆的な
表
現 、
児童
話と
の
共通

性の
二つ
の
点に
要
約さ
れよ
う。

感
嘆文の
多い
原
因は 、
女
性の
感
受
性が
大
きい
こ
と
が
根
本と
なっ

てい
る
が 、
一
面
女
性の
思
考が
論理
的
分
析
的で
ない
こ
と
に
よ
る
所が

少
く
な
い 。
(
女
性
の
会
話
が
枝
葉
に
延
び
て
主
題
が
忘
れ
去
ら
れ
た
り 、

同
じ
と
と
ば
か
り
く
ど
/\
く
り

返
し
て
い
る
の
も
こ
の
せ
い
で
あ
る 。)

自
己の
思
想を
言語
(
狭い
意
味の)
を
以
て
近
似さ
せ
発
表
す
る
よ
り

も 、
伝
達の
機
能を
むし
ろ
「
場」
に
委ね 、
ま
た
積
極的に
場を
造っ
て

行くよ
うに
なっ
た
の
で
あ
ろ
う 。
(
日掛
声を
出
し
た
り 、
泣
い
た
り
す
る

の
が
典
型
的
な
場
合
で
あ
る 。)
こ
れ
に
加
え
て
封
建
道
徳
の
完
成
に
伴
い 、
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女
性は
自
己の
意
志を
主
張し
な
い
こ
と
が
美
風
と
さ
れ 、
歪め
ら
れ
た

「
女
ら
し
さ」
が
生
れ
て 、
こ
れに
従
うよ
うに
教
育さ
れ
た
結
果で
あ
ろ

う 。
そこ
に
「ご
ざい
ませ
ん
の
で
す
け
れ
ど」
(顧
客に
対す
る
庖
員の

応
待)
の
よ
う
な 、
一
見
不
得
要
領
な 、
言い
き
し
で
終る
言い
方が
もて

は
や
さ
れ
る
素
地がつ
く
ら
れ
たの
で
ああ 。
い
わ
ば 、
話
題に
なっ
てい

る
こ
と
が
らに
閲
する
決
定
権
を
相
手に
与え
て
快
感を
味
あわ
せ
る 、
と

い
うの
が
中
止
形の
多い
女
性
語と
なっ
て
表れ
て
来たの
で
は
ない
で
あ

ろ
うか 。
さ
らに
こ
の
よ
う
な
傾
向が
定
着し
て
し
ま
え
ば
女
性の
言
語
能

力が
退
化
し 、
完
結し
ない
文が
ま
す
/11増
加
する
と
い
う

巡
環を
起
す

こ
と
に
な
る 。

伝
達の
機
能を
「
場」
に
委ね
る
こ
と
は
構文
能
力や
語い
に
之しい
児

童
話に
はっ
き
り

現れ
るの
で 、
こ
の
点
女
性
語と
の
類
似が
大
きい
の
は

当
然で
あ
り 、
ま
た
女
性は
男
性に
比べ
て
こ
ど
もと
接
触
する
時
間が
長

い
た
め
両
者の
言
語が
互に
影
響し
合っ
て
共
通
面
を
多く
生
じ
るの
も
ま

た
極め
て
門
然の
こ
と
で
あ
る 。
たY
し
男
児が
早
く
児
童
語か
ら
脱け
出

すの
に
対し
女
児が
い
つ
まで
もこ
れ
を
使
用し
てい
るの
は 、
女
性に
独

立
心が
之し
く
家
庭
内の
生
活
時
間が
男
児に
比べ
て
長い
た
め
に
幼
児の

言語
習
慣が
温
存
さ
れ
る
結
果で
あ
ろ
う 。

Oモ
l

ティ
ョ
l o

n印

-アィョ
l

ャ 。
n切

モ
も
う
出
ま
しょ
うよ 。
(
映
函
館の
中で)

竹山
の
方に
「ヤ」
が
添
加
さ
れ
る
(こ
と
が
多い)
と
こ
ろに
女
性の
非
独

立
性・
非
決
定
性が
笈
わ
れ
る 。
(
前
者
は
独
自
的
で
自
分
の
決
心
を
表
明

す
る
だ
け
の
気
持
で
あ
る
が 、
後
者
は
相
手
を
誘
引
し
て
そ
の
行
動
に
従
う

気
持
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る 。
当
方
言
で
は
「7
ス」
体
が
あ
ま
り

使
用
さ
れ

な
い
の
で
「7
シ
ョ
l
ヨ」
と
は
な
ら
ず
「
ヤ」
を
用
い
る 。)

然し
なが
ら 、
こ
に
述べ
た
よ
うに

都
会
語に
比べ
る
な
らば
ω
仰の
差

は
甚
だ
小
さい 。

こ
の
原
因は
政
村で
は
男
女と
もに
伎
作
業に
従
事し
その
労
働
条件に

殆ど
差
異が
ない
か
らで
ある 。
嫁を
「テ7」
と
呼び 、
ツノ
の
ない
ウ

シ
だ
と
さ
れ
る
環境に
あっ
て
は 、
男
性の
気
隊さ
え
とっ
てい
れば
||

「
女
ら
し
さ」
を
発
問押し
て
婚
を
そっ
てい
れ
ば
日
が
経つ
と
い
う

都
会の

女
性
語と
は
異っ
た
もの
に
な
るの
は
自
然の
こ
と
で
ある 。

ま
た 、
当
地
方は
山
間で
土
地の
生
産
性が
侭く
生
活が
貧しい
た
め
終

戦
まで
は
男
女と
も
大
部分が
義
務
教
育
終
了
程
度で
終り 、
その
間に
教

養の
差
も
ない
に
等しい
こ
と
も
特
別
な
女
性
語が
発
達し
なかっ
た一
因

で
あ
る 。
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「
下
品
な 、
即
狼な
語の
使
用を
避け
る
傾
向」
が
女
性
語の
特
徴の一

つ
で
あ
るに
相
違ない
が 、
農
村で
は 、
排
池
物や
性
交に
関する
諮さ
え

曲以
業
生
産と
直
接の
関
係を
持っ
てい
る
以
上 、
こ
れ
らの
語の
使
用
玄封

止
する
わ
けに
行か
ない 。

Oナッパ
ニ
ャ
l
ショ
ンベ
ン
カ
ケ
テ
ヤル
ン
ガ
イチパ
ン
デ

ス
ワ
イ 。

Oコ
レ
モ
チ
カニ
タ
ネツ
ケ
オ
シ
テ
モ
ラワニ
ャ

イ
ケ
ン
ナ
l 。

こ
の
よ
う
な
語が
職
業
語と
し
て
日
常
生
活に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
中

に 、
次
第に
不
感
症
的に
なっ
て
行
くの
は
や
む
を
得ない
所で
ある 。

Oウ
チャ
l
ヒョ
l

(屈
を)
コ
ク
ユ
l 。



美作地方の女性語

あ
た
し
は
屈
を
「こ
く」
と
言う
わ。(
毘
は
「と
く」
も
の
か 、
「ひ

る」
も
の
か 、
と
い
う
論
争
に
お
い
て 。

||
発
言
者
は
上
流
家
庭
の
中

学三
年
生)

たY
し 、
終
戦
後は
急
速に
教
育が
普
及し
女
子
も
半
数
以
上が
高
校に

進
学
する
よ
うに
な
り 、

学
校と
い
う

「よ
そい
き」
の
集
団
生
活の
中で

の
時
聞が
大
巾に
増
大し 、
ま
たマ
ス
コ
ミ
の
普
及に
伴う
東
京
女
性
語の

渉
透
等の
影
響に
よ
り

都
会
的
な
特
徴を
もっ
た
女
性
語が
青
年
層の
聞に

次
第に
形
成
さ
れ
つ
h
あ
るこ
と
は
否
定で
き
ない。

Oコ
ン
ナ
モ
ン
ダ
イワ
デ
キ
ヤ
シ
ナ
イ
ワ、不
1 0

0ト
イレ
ワ
ドッ(どと)

カ
シ
ラ。

戦
前で
あ
れ
ば 、
こ
の
よ
う
な
言い
方は
著し
く
気どっ
た
話し
ぶ
りと
し

て
排
斥
さ
れ
てい
たの
で
あ
る
が 、
現
在の
津
山
市
内の
女
子
高
校
生の
聞

で
は
(
普
及
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
まで
も)
奇
異な
感じ
を
持た
ずに

聞
き
流さ
れ
る
よ
うに
なっ
てい
る。
(しか
し
典
型
的
な
女
性
露で
あ
る

「

ll
ダ
ワ」
「

||ヨ」
の
形
は
依
然
と
し
て
使
用
さ
れ
難
い 。
も
し
使
わ

れ
て
も
非
日
常
語
的
な
感
じ
を
受
け
る 。)

他
面 、
戦
後は
全
般
的に
旧
来の
「
女
ら
し
き」
が
否
定さ
れ
る
方
向に

進みつ
』
あ
り 、

言
語の
面
で
も
東
京
語
をは
じ
め
各
地
方で
ω
仰の
差の

減
少が
見ら
れ
る
が 、
当
方
言で
は
もと
/\こ
の
差が
小
さい
の
で 、
現

在の
と
こ
ろ
で
は
影
響は
ほ
と
ん
ど
認め
ら
れ
ない。

終りに
種々
資
料の
御
教
示を
戴い
た
田口
治・
杉
山
栄・
山
本
倉
治

郎・
平
山
禎
子の
諸
氏に
厚
く
感
謝
する。
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